
News Release 

【問い合わせ先】 

「秦森康屯絵画展－道－」及び「絵画の散歩道」に関すること 

文化課 課長 中川 卓司（なかがわ たくじ） 

文化振興係長 松岡 晶子（まつおか あきこ） 

〒723-8601 三原市港町三丁目 5番 1号 電話 0848・64・9234(直通) FAX0848・67・5912 

「秦森直子染織展－在－」に関すること 

一般財団法人みはら文化芸術財団 脇 まどか（わき まどか） 

〒723-0051 三原市宮浦二丁目１番１号 電話 0848・81・0886    FAX0848・81・2155 

MIHARA City 

令和５年 10月 13 日 

 

小坂町出身の画家 秦森康屯の生誕 100年事業「秦森康屯絵画展－道－」及び「秦森直子染織展－在－」を三原

市、三原市教育委員会、一般財団法人みはら文化芸術財団の主催で開催します。 

  

【事業のポイント】 

●「秦森康屯絵画展－道－」では、平成 28 年度に御家族から寄贈いただいた作品及び資料の中から、初公開

となる約 150 点を含む約 190点を展示します。 

 ●「秦森直子染織展－在－」では、秦森康屯の妻であり染織家の秦森直子の染織作品及び工芸作品など約 100

点を、三原市で初めて展示します。 

 ●９月 20 日（水）から開催している「秦森康屯生誕 100 年事業 絵画の散歩道」と併せて楽しめます。 

 

【オープニングセレモニー】 

（1）日時 10 月 20日（金）10 時～ 

（2）場所 三原リージョンプラザ 展示ホール前（三原市円一町二丁目 1番 1号） 

 

秦森康屯絵画展－道－ 

１ 会期 

10 月 20 日（金）～11 月 12 日（日） 

９時～17 時（初日は 10 時開館、11 月９日（木）

は 20 時まで） 

２ 会場 

三原リージョンプラザ 展示ホール 

３ 内容 

  三原市が平成 28年度に御家族から寄贈を受けた

秦森康屯の作品及び資料の中から、初公開となる

約 150 点を含む約 190 点展示。 

４ 入場料 無料 

 

 

 

 

 

 

秦森直子染織展－在－ 

１ 会期 

10 月 20 日（金）～11 月 12 日（日） 

10 時～17 時 

２ 会場 

三原市民ギャラリー ギャラリー１ 

（三原市城町一丁目２番１号） 

３ 内容 

  秦森直子の染織作品及び工芸作品など約 100 点を三

原市で初めて展示。 

４ 入場料 無料 

 

 

 

 

 

 

初公開！初展示！ 

秦森康屯生誕 100 年事業 秦森康屯絵画展－道
みち

－ 

秦森直子染織展－在
ざい

－ 開催！ 

「秦森康屯絵画展－道－」HP 「秦森直子染織展－在－」HP 

秦森直子「クワッ（喝）」 

 

▲
 秦森康屯「（鷺島）」 

▲
 

▲
 

▲
 



秦森康屯 「（鷺島）」

秦森直子「クワッ（喝）」2015年

10月20日（金）～11月12日（日）会期中無休
入場無料

令和5年
（2023）

絵画展 ‐道‐
みち

H ATA M O R I   K O T O N

会　　場　三原リージョンプラザ  展示ホール （三原市円一町二丁目1番1号）
開館時間　9時～17時（初日は10時開館、11月9日（木）は20時まで）

会　　場　三原市民ギャラリー ギャラリー 1
　　　　　（三原市城町一丁目2番1号　ペアシティ三原西館2階）

開館時間　10時～17時

染織展 ‐在‐
ざ い

H ATA M O R I   N A O K O

秦森康屯生誕100年事業

「絵の道は遁れることの
できない孤独な闘いなのだ。」

秦森康屯日記から

のが

「今を大事にし、その時感じるものを
表現しています。人間の存在の“在”です。」

インタビューから

主催　三原市・三原市教育委員会・一般財団法人みはら文化芸術財団　　後援　一般社団法人三原観光協会
問い合わせ先　三原市教育委員会文化課 TEL 0848-64-9234・一般財団法人みはら文化芸術財団（三原市芸術文化センター ポポロ） TEL 0848-81-0886

「秦森直子染織展－在－」会期中、作品の一部展示替えがあります。
〔前期〕10月20日（金）～10月31日（火）
〔後期〕11月 1 日（水）～11月12日（日）



会場　三原リージョンプラザ  展示ホール
　　　（三原市円一町二丁目1番1号）

会場　三原市民ギャラリー ギャラリー 1
　　　（三原市城町一丁目2番1号　ペアシティ三原西館2階）

秦森康屯生誕100年事業

オープニングセレモニー
日時　10月20日（金）10時～
会場　三原リージョンプラザ 展示ホール前

秦 森 康 屯 はたもり こうとん （1923～1994）
三原市小坂町に生まれる。初期は抽象画を中心に描き、第
8回関西独立展で関西独立賞第一席、第24回独立美術協
会展で独立美術協会創立25周年記念賞などを受賞。昭和
33（1958）年には関西在住の独立展作家6人と共に鉄鶏会
を結成した。昭和42（1967）年から約一年間渡欧。渡欧前
から具象画を描き始めていたが、帰国後に具象画に転じ日
本の風景や人物などの幅広い題材を描いた。

「秦森康屯絵画展－道－」 関連イベント
①学芸員によるギャラリートーク
日　　時　10月20日（金）10時30分～
　　　　　11月 5 日（日）13時30分～
場　　所　三原リージョンプラザ 展示ホール

②ワークショップ「子ども向け油彩画教室」（要申込）
日　　時　10月28日（土）13時30分～
場　　所　三原リージョンプラザ南館　第一研修室
講　　師　横田招（美術作家）
募集人数　10人

（申込みは三原市HPから10月16日（月）までに。
申込多数の場合は抽選）

対　　象　小学生・中学生（小学校1・2年生は保護者同伴）
参 加 料　500円

③ワークショップ「デッサン教室」（要申込）
日　　時　11月5日（日）10時～
場　　所　三原リージョンプラザ南館　第一研修室
講　　師　横田招（美術作家）
募集人数　15人

（申込みは三原市HPから10月23日（月）までに。
申込多数の場合は抽選）

対　　象　高校生以上
参 加 料　200円

④生誕100年 康屯バースディミニコンサート
日　　時　11月9日（木）18時～
場　　所　三原リージョンプラザ　展示ホール
出　　演　三原室内管弦楽団のメンバー
内　　容　弦楽四重奏によるミニコンサートを康屯の誕生日に

合わせて開催

「秦森直子染織展－在－」 関連イベント
①学芸員によるギャラリートーク
日　　時　10月20日（金）14時～
場　　所　三原市民ギャラリー ギャラリー 1

②「ポポロmore+ 2023」終了報告および
　3D作品（触れるアート）展示
日　　時　10月28日（土）・29日（日）両日10時～16時
場　　所　三原市民ギャラリー 多目的ホール
協　　力　広島大学大学院人間社会科学研究科 川田研究室
内　　容　中学生のためのワークショップ『ポポロmore+』（令和5

年5～6月開催）で視覚障がい者向けに制作した秦森直
子「在」の3D作品（触れるアート）展示（28日・29日）、
3Dプリンター・レーザー加工機の実演（29日のみ）

③ワークショップ「紙糸・ステンレスワイヤー等を
　使ってミニタペストリー作り」（要申込）
日　　時　11月11日（土）13時30分～16時
場　　所　三原市民ギャラリー 多目的ホール
講　　師　村尾きみか（三原市地域支援員 高坂地域）
募集人数　10人
  （申込みはポポロHPにて10月6日（金）9時から先着順）
対　　象　小学生以上（小学生は保護者同伴）
参 加 料　500円

「絵画の散歩道」
日　　時 9月20日（水）～11月12日（日）
 時間及び休みは各施設、各店舗による。
内　　容 公共施設（中央公民館、中央図書館、三原市歴史民俗

資料館、市役所本庁舎）や店舗等で康屯作品を鑑賞
できます。詳しくは三原市HPをご覧ください。

展示協力 幾野弘酒舗、（株）勝村商店、しまなみ信用金庫3・4階常設
ギャラリー、BAR CARLTON、ますだたばこ店、（有）ヤッサ
饅頭本舗、吉原写場、（一社）三原観光協会うきしろロビー

絵画展
‐道‐

染織展
‐在‐

秦 森 直 子 はたもり なおこ （1932 ～）
大阪に生まれる。大阪市立美術研究所に入所し、昭和31

（1956）年、二科展に油絵を初出品初入選。昭和33（1958）
年まで出品する。昭和36（1961）年油絵の個展を大阪にて開
催。同時に倉敷紡績株式会社でテキスタイルデザインに従事
する。その後、染料と織りの仕組みを研究。昭和51（1976）年
から織りの個展・グループ展を多数開催。元西宮芸術文化協
会会員。

秦森康屯「女」1978年

秦森康屯「（パリ風景）」1978年

秦森康屯「（静物）」1989年

秦森直子「昇る」2001年

秦森直子「丸のなか」2012年

秦森直子「在」

三原市HP ポポロHP

三原リージョンプラザ ◇JR三原駅より徒歩10分（市役所南）
◇山陽自動車道三原久井ICより車で20分

三原市民ギャラリー ◇JR三原駅より徒歩3分
◇山陽自動車道三原久井ICより車で20分

生誕100年を迎える画家・秦森康屯と、康屯の妻で染織家・秦森直子の展覧会を開催します。
三原で生まれ育った康屯は、大阪、そして兵庫へと移り住んだ後にも精力的に故郷三原で個展を開催し、多くの作品を制作する中で自らの「絵の道」を追
求し続けました。康屯をはじめ関西在住の独立展出品作家が結成した鉄鶏会に絵画を招待出品した直子は、結婚後に染織の世界へと転向し、自らの「在
り方」を問いながら制作を続けました。二人は絵画と染織という独自の世界で作品を制作し、それぞれの芸術を築き上げました。
このたびの康屯展では、三原市が平成28（2016）年度にご家族から寄贈を受けた作品・資料の中から未公開の作品を中心に、時代と画風の変化に注目
して、約190点を展覧します。直子展では、染めた和紙をこより（紙糸）にし、金属ワイヤーと一緒に織り込んで制作した染織作品や遊び心あふれる工芸作
品など約100点を三原で初めて展覧します。二人の表現力豊かな世界を存分にお楽しみください。

し し

てっけいかい


